
会話データ分析の教材開発と授業実践を考える 

－教師と学生による「研究と実践の連携」の可能性－ 

企画責任者・話題提供者：中井陽子(東京外国語大学) 

話題提供：大場美和子(昭和女子大学)  寅丸真澄(早稲田大学) 

1. ワークショップ趣旨（中井）

我々が普段何気なく参加している会話とは何かを考える際，単に頭の中でどのような会話をしていたか内省してみるだけでなく，

実際の音声や映像を記録した「会話データ」を詳細に観察・分析してみることが有効である．中井（2012）では，談話分析，会話分析，

ディスコース分析等，話し言葉の会話データを扱った様々な分析の総称を「会話データ分析」と呼んでいる．そして，「会話データ分

析」の手法を学ぶことで，自身や他者の会話を客観的に観察する視点が養われるとしている（中井 2012）．そうして得た視点をもとに

会話の改善方法を考え，大学・職場等の社会生活に活かすことが可能になると考えられる（中井2008; 2009; 2010; 2012; 大場2013; 中

井他 2017 等）．会話データ分析の視点を得るためには，会話データ分析の基本的な枠組みを知るだけでなく，会話ビデオや文字

化資料等の具体的なデータをもとに，実際に分析してみる体験が必要となる．だが，個々の教員が教材を 1 つずつ作成していくの

は負担であると言える． 

そこで，本ワークショップ企画者らは，2016 年度より科学研究費を得て，日本語教育分野を中心とした会話データ分析の多様な

「研究」，および教材開発，授業実践を行って教材試用を重ねるといった「実践」を行いつつ，他の教員や学生と共有できる形で教材

の公開を目指してきた．本教材は，企画者らによる会話データ分析の「研究と実践の連携」の積み重ねのプロセスが反映されている

と言える．このプロセスを例に，本ワークショップでは，以下のように，「会話データ分析の教材開発と授業実践」をテーマとして取り上

げ，教師による教材開発プロセスと授業実践，教材の具体例，および学生による学びについて報告する．これらにより，会話データ

分析をもとにした，教師と学生による「研究と実践の連携」（中井 2012）の可能性について多角的に議論する．そして，今後の研究者・

教育者間による教材開発，授業実践に関する知見の共有を図ることを目指す． 

1. ワークショップ趣旨説明 5分 中井 

2. 教師と学生による「研究と実践の連携」 15分 中井 

3. 会話データ分析を扱った教材開発の理念とプロセス 

4. 会話データ分析の教材開発・授業実践例の紹介 

4.1 話題提供①：初対面母語場面の会話データ分析 

4.2 話題提供②：誘いの会話データ分析 

  ～5分休憩～ 

4.3 話題提供③：面接場面の会話データ分析 

4.4 話題提供④：会話データ分析の手法を用いた卒業論文指導 

20分 

20分 

20分 

20分 

大場 

中井 

寅丸 

大場 

5. フロア参加者のグループ・ディスカッション＆全体討論まとめ 50分 中井 

2. 教師と学生による「研究と実践の連携」（中井）

  本ワークショップの趣旨である，「会話データ分析の教材開発と授業実践」という観点から，教師と学生による「研究と実践の連携」の

プロセスについて説明する．このプロセスでは，教師だけでなく，学生も「研究と実践を連携」させることが重要となる．このプロセスの

概念は，中井（2012）の日本語学習者のための「会話教育」のプロセスが元にある．中井（2012）では，より良い会話教育を行うために

必要な日本語教師と日本語学習者による「研究と実践の連携」のプロセスについて提言している．そして，このプロセスは，日本語学

習者だけに限らず，学部・大学院生等の学生全般に対する，より広い教育分野に置き換えて考えることができる．図1 は，学部・大学

院生に向けた「会話データ分析の手法を学ぶための教育」における，教師と学生による「研究と実践の連携」のプロセスの関係を示し

たものである． 

まず，教師による「研究と実践の連携」は，教師が(1)様々な場面の会話データを分析し（研究），そこから得られた会話の特徴を参

考に，(2)分析手法の指導項目をまとめ（実践），(3)会話データ分析の教材開発を行い（実践）， (4)その教材を試用して授業の実践を

行う（実践）．そして，(5)その授業実践をデータとして分析をして振り返り，今後の改善を図り（実践研究），次なる会話データ分析，教

材開発に繋げ，発展させる． 
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一方，学生による「研究と実践の連携」は，学生が(1)教師が作成した教材をもとに会話データ分析を行う（研究）．そして，(2)そこか

ら得た分析項目を意識化し（研究），(3)会話データ分析の手法を用いたレポート・論文執筆を行って，研究力を磨いていく（研究）．さ

らに，(4)会話データ分析から得た会話の特徴を意識化し（実践），それをもとに，(5)自身の会話の実践に活かし（実践），その後，(6)自

身の会話がどうであったか，会話データ分析で得た視点から振り返り，今後の改善を図っていく（研究）というプロセスになる． 

このように，教師が「研究と実践の連携」の循環プロセスにおいて開発した，会話データ分析の教材をもとに，学生が自身の「研究

と実践の連携」のプロセスを行うこととなる．なお，ここでいう「研究」とは，学生が学術的な研究を行うことだけではなく，日々の生活の

中で会話を観察していく分析的な視点を持ち，そこから会話の特徴を自律的に学んでいき（研究），自身の会話に活かしていく（実

践）という会話データ分析的な視点を持った姿勢のことを意味している． 
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図1 教師と学生による 「研究と実践の連携」のプロセスの関係（会話データ分析の手法を学ぶための教育） 

 

3. 会話データ分析を扱った教材開発の理念とプロセス（中井） 

本ワークショップ企画者らは，これまで様々な会話データ分析を行い（例：雑談，誘い，インタビュー，話し合い，体験談，面接，教

室活動の分析等），その成果を日本語教育，日本語教員養成・研修等の現場へ活かす試みを行ってきた．特に，これまで，中井

（2008; 2009; 2010; 2012; 2018a; 2018b; 2020），中井他（2015; 2017; 2021），大場（2013; 2021a; 2021b），大場・中井（2020）でも，日本語学習

者や日本語教師を目指す者たちが会話データ分析の手法を学び，会話を客観的に分析する視点を獲得して，自律的に自身の会

話を振り返り，改善していく重要性を指摘してきた．このような会話を客観的に分析する視点を身に付けることが自身の日常の会話を

振り返ることに繋がるという理念のもと，会話データ分析の基本的な手法が初学者の学生でも学べる教材を開発した．そして，学生が

日常生活で遭遇する様々な場面の会話データ（会話ビデオ，文字化資料）を実際に分析してみることで，自身の日常の会話でのコ

ミュニケーションを振り返れるようにした．以下，本教材の開発プロセス，および特徴・構成について述べる． 

 

3.1 会話データ分析の教材開発のプロセス 

表1と表2は，本教材の開発のプロセスを，表1の教師と学生による「研究と実践の連携」のプロセス（会話データ分析の手法を学

ぶための教育）に当てはめて説明したものである． 

表1 教師による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究 (1)日常生活で遭遇する様々な場面の会話データを収集し，フォローアップ・インタビュー，文字化を行い，様々な枠組みから

分析を行う．そして，分析結果について学会発表や論文投稿を行い，他者からのコメントを得て，分析をより深める． 

B.実践 (2)研究で得られた知見をもとに，分析手法の指導項目化を行い， 

(3)会話データ分析の教材開発を行い（分析枠組みの紹介，会話ビデオ，文字化資料，分析例等掲載）， 

(4)それを用いた授業実践を行う． 

C.研究 (5)授業実践で学生がどのような会話データ分析を行っていたかをデータとして収集し，それをもとに学生の学びを分析するこ

とで，授業を振り返り，授業と教材の改善を図る(実践研究)． 

 

表2 学生による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究 (1)会話データ分析の教材を用いて，グループでタスクに取り組みながら分析・発表を体験し，会話データ分析の手法や分析

例を学んでいき，各自，課題としてワークシート等に分析結果をまとめて提出することで，理解を深める． 

(2)会話を分析する視点を得て，分析項目の意識化をし， 

(3)自身のレポート作成，卒業論文，修士論文等の研究を行う． 

B.実践 (4)研究で得られた知見をもとに，自身の日常生活での会話の特徴を意識化し， 

(5)実際の自身の会話参加に活かす． 

C.研究 (6)自身の会話を振り返り，改善を試みる． 
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3.2 会話データ分析の教材の特徴・構成 

まず，本教材の特徴は，以下の通りである． 

(1)実際の会話データ（会話ビデオ，文字化資料）を分析する体験を通して，基本的な分析手法を学ぶ． 

(2)会話データは，日常の大学生活や社会生活で遭遇する場面の会話を扱っている． 

(3)会話データを分析するためのタスクに取り組むことで，段階的に分析の観点を深めていく．特に，グループで話し合いながら

分析のタスクに取り組むことで，より多角的な視点に触れて新たな課題を発見していく． 

(4)分析した結果を振り返るタスクを通して，自身の会話を振り返り，改善点を探る． 

(5)会話データ分析の手法を中心に，調査・研究の基本的な方法や姿勢を学び，レポートや論文の執筆に繋げていく． 

次に，本教材の構成は，第１～10 章から成る．まず，第 1～9 章では，初対面会話（母語場面，接触場面），誘い，依頼，インタビュ

ー，話し合い，留学の体験談，面接の会話といった具体的な日常会話の場面を取り上げ，実際に会話ビデオと文字化資料を見なが

ら分析練習をしていく．第 2 章には，グループで自分達の会話を録画して分析するタスクも設けてある．そして，第 10 章では，会話

データ分析の研究計画から，先行研究の調べ方・まとめ方，調査の依頼，会話データの収集，分析，発表，レポート・論文作成の仕

方まで，具体例を参考にしながら，タスクに取り組み，段階を追って学んでいく．さらに，文字化方法や分析方法は，研究目的によっ

て臨機応変かつ発展的に学ぶように促している． 

表 3 は，本教材における会話データ分析の導入概念・分析項目の抜粋である．ここにある第1 章，第 4 章，第 9 章，第 10 章の教

材開発・授業実践例について，以下の話題提供 ①～④で述べる． 

表3 本教材における会話データ分析の導入概念・分析項目（抜粋） 

章 会話データ分析の導入概念・分析項目 

第1章 初対面会話（母語場面） 

の話題転換の分析 

・文字化表記方法 

・文字化資料の確認 

・話題区分の認定基準，話題タイトル付け 

・話題開始部・終了部の特徴 

第4章 誘いの会話の分析 ・誘いの展開構造（開始部，主要部，終了部） 

・発話機能 

・誘いの駆け引き，配慮，言語・非言語行動 

第9章 面接場面と「聞き返し」 

の分析 

・聞き返しの発話意図による分類 ・面接場面での内容面，言語面，非言語面，社会文化

的知識の違いの比較 

第10章 会話データ分析の 

研究計画からレポート・論文 

作成まで 

・レポートや論文の全体の構成（論文タイトル，研究の

目的，先行研究，調査の方法，分析，考察，結論，

参考文献） 

・研究計画の立て方（論文タイトル，研究の背景，会話

の場面・種類，会話参加者，分析の観点，研究の意

義・社会的貢献等） 

・先行研究の書誌情報とポイントのまとめ方 

・調査の依頼の仕方（依頼書，同意書，説明文等） 

・会話データの収集の仕方（準備，撮影，背景調査，会

話感想シート，フォローアップ・インタビュー等） 

・会話データの分析の仕方（データの保存，文字化資料

作成，Excelの活用等） 

・発表資料のアウトラインの書き方 

・レポートや論文の本文の書き方 

・提出前の確認事項（自己・他者チェックリスト） 

さらに，表 4 は，各章の構成・進め方である．各章には，様々なタスクが設けてある．各章で扱う会話データの参加者からは，本教

材作成のためのビデオ撮影・公開，文字化資料公開，写真掲載等の承諾を得ている．各会話の撮影後には，個別に会話ビデオを

視聴しながら会話時の意識を確認するフォローアップ・インタビューも行った．これらのデータは，本教材のほか，本教材の参考文献

に掲載した著者らの論文等(中井2017a; 2017b; 2019; 寅丸2020; 大場2021a; 2021b等)の中でも，引用・活用している．また，本教材で

提示する会話ビデオや文字化資料の中で，参加者の名前や所属等，個人が特定される情報は，仮名や消音，伏せ字にしてある． 

表4 本教材の各章の構成・進め方 

章 タスク 会話データ分析の導入概念・分析項目 

第1～9章 考えてみましょう！ 各章で取り上げる会話がどのようなものかについて振り返り，その特徴を意識化する． 

やってみましょう！ 各章の会話をロールプレイで実際にしてみる． 

確認しましょう！ 各章の会話データ分析に関する基礎的な知識を学ぶ． 

会話データ分析をしましょう！ 様々な場面の会話ビデオを見て，タスクに取り組みながら，多角的な観点から会話データを分析す

る．その後，個人やグループで各会話の特徴を分析し，発表や報告をする． 

分析を振り返りましょう！ 会話データ分析を行った感想，さらに分析したい点，今後の自身のコミュニケーションで気を付けた

い点を考える．これにより，分析の発展や，自身が参加している日常の会話の改善に繋げる． 

参考文献 著者らが各会話データを実際に分析した論文等が載せてある．これらには，参考となる先行研究の

情報や詳しい分析手法，分析結果等がまとめられており，さらに深い分析をする際の参考とする． 

関連文献 参考になる主な文献の一部が紹介してある． 

第10章 第1～10節 1つ1つのタスクに段階的に取り組みながら，個人やグループで会話データの収集・分析・発表・レ

ポート執筆を行う． 
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4. 会話データ分析の教材開発・授業実践例の紹介 

会話データ分析をもとにした，教師と学生による「研究と実践の連携」のプロセスの具体例として，企画者らの学部・大学院・日本語

の授業等での試みについて，4 つの話題提供を行う．話題提供①では初対面母語場面の会話（第 1 章），話題提供②では誘いの

会話（第 4 章），話題提供③では面接場面の会話（第 9 章），話題提供④では卒業論文指導（第 10 章）をテーマとして取り上げる．

各話題提供では，教師がどのような問題意識のもと会話データの収集・分析・教材開発を行ったのか，そして，開発した教材を授業

で活用することにより，学生のどのような研究と実践に繋がっていったのかについて述べる． 

 

4.1 話題提供①：初対面母語場面の会話データ分析（大場） 

初対面母語場面の会話の教材開発・授業実践の例について，「研究と実践の連携」のプロセスの観点から報告する． 

(1)教師による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

教師（大場）は，博士論文で接触場面と母語場面の知人関係の三者会話（女性）の分析を行い，話題開始や話題開始後のやり取

りの不均衡な役割配分について研究を行った（大場 2012）．これをふまえ，教材開発のための研究では，接触場面と母語場面で人

数（二者と三者会話）と人間関係（初対面と友人関係）に条件を加えた会話データを収集し，まず，初対面会話を対象に話題区分を

行い，話題開始と情報交換の分析を行った（大場2021a; 2021b）． 

B.実践： 

この分析結果をふまえ，初対面会話で話題区分を行う教材を作成した(図 2)．これは，南（1972）にあるように，会話を分析する際に

は談話の単位を考える必要があるという指摘を踏まえたものである．この教材のタスクとして，「1.考えてみましょう！」で，初対面会話

に関して，どのような場面で，何のために，何について話すのかといった特徴や，会話がはずんだりうまくいかなかったりした経験につ

いて，学生が話し合う．次に，「2.分析してみましょう！」で，実際に会話ビデオを見て話題区分を行ったうえで，その話題終了部と開

始部の特徴（内容，言語的・非言語的特徴）を記入する．文字化資料には話題区分を記入できる欄を設けており，話題が大きく変わ

った「大話題」と小さく変わった「小話題」の区分を行った上で，話題タイトル，区分した理由，話題開始部と終了部の特徴を記入し，

グループでその結果について話し合う．そして，「3.分析を振り返りましょう！」で，分析結果をまとめて今後の研究や日常生活にどの

ように活かすのかを考察する．最後に，今後の学習に繋がるように「関連する文献」のリストを確認できるようにしてある． 

話題区分の教材は，学部 3 年生のいわゆるゼミの授業（例年12名まで）で活用した．本授業は，会話データ分析の手法を学びな

がら，4 年生の卒業論文執筆のためのアカデミック・スキルも習得することを目的とする授業である．授業では，教材の流れに従い，こ

れまでの初対面会話の経験について学生に話しあわせて導入を行った．その後，会話ビデオ（10 分程度）を一度視聴して話題区分

を個人の直感で行った上で，その結果を3～4名のグループで持ち寄り，話題区分の基準をすり合わせるよう指示した． 

 
第１章 初対面会話（母語場面）の話題転換 

１．考えてみましょう！ 
（略） 

２．分析してみましょう！ 
（略） 

 

 
 

（略） 

 

 

 
 

３．分析を振り返りましょう！ 
（略） 

関連する文献 
（略） 

図2 初対面母語場面の話題区分の教材（第１章） 

C.研究： 

授業での実践をふまえ，教師は，学生の話題区分の傾向を分析し，研究発表を行ったうえで，論文投稿（大場・中井 2020）を行っ

た．学生の話題区分は，話題終了部と開始部の特徴をつかんでいながらも(例：新規情報の有無，談話標識，情報提供，質問表現，

繰り返し，評価的発話，声の調子等)，区分自体にはかなりばらつきが観察された．よって，学生が迷い過ぎずに話題区分ができるよ

う，話題がより明確に区分しやすい会話例（三者会話）に差し替え，教材を修正した．図 2 は差し替え後の三者会話の教材例である． 
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(2)学生による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

学生は，日常生活の経験から，話題が大きく転換したり，少しずつ関連する話題が展開していったりするイメージは持っていたが，

実際に個々の話題に区分することが実は難しいということを分析活動で学んだ．特に，話題をどこまで細かく区分するかという判断に

迷いが生じていた．例えば，大きく留学の話題として区分するのか，留学中の授業や生活等についての話題をそれぞれ細かく区分

するのか，という判断である．個人の直感による区分の結果をグループで話し合うタスクでは，自分がなぜそこで区分したのかを根拠

とともにメンバーに説明を行いつつ，グループ内で区分をすり合わせていった．学生は，話題区分のすり合わせの話し合いにより，根

拠を踏まえた意見の主張に加え，他者の意見を聞きつつ結論を修正していくプロセスも体験していたと言える．よって，このプロセス

では，授業の目的である卒業論文執筆のアカデミック・スキルを学んでいたと言える． 

学生は，初対面会話の話題区分の活動後，さらに，初対面会話の話題に関する研究論文（三牧1999a; 三牧1999b; 中井2002; 奥

山 2005; 楊 2005)を講読し，接触場面や母語場面の話題終了部と開始部の特徴，話題開始の方法，情報交換について，多様な分

析事例を学んだ．そして，実際にゼミの学生たちで自由会話を収集し，自分たちの会話データを共同で分析する活動を行った．話

題区分の活動を経験した学生は，文献中の「全〇会話を収集し，文字化した」「話題区分の一致率は〇%である」という 1 行程度の記

載の作業が，いかに労力を要するのか，実感を持つことができたようである． 

B.実践： 

「分析を振り返りましょう！」では，今後の初対面会話で気を付けたい点，会話データを分析する際に気を付けたい点について，学

生がワークシートに記述した．以下の記述のように，初対面会話に関しては，会話ビデオで 3 人の参加者が情報交換を比較的均等

に行っている様子を観察し，自身も質問等をしながら参加者間で話をまわしていきたい等の記述がみられた．話題区分の活動に関

しては，大小の区分に迷った結果，基準を明確にすることが重要だと気が付いたという記述が多くみられた． 

・できるだけ質問をすると話がまわりやすい．

・自分だけ話すのではなく，相手の話を聞ける人になりたい．

・自分が話すときは要約してなるべく分かりやすく話す． 

・話題区分を行う際は，基準を明確にする． 

4.2 話題提供②：誘いの会話データ分析（中井） 

誘いの会話の教材開発・授業実践の例について，「研究と実践の連携」のプロセスの観点から報告する． 

(1)教師による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

教師（中井）は，まず，学生が日常生活で遭遇するであろう誘いの会話をデータとすることにした．そして，普段から演じ慣れている

演劇部の学生に頼んで，部活の同期同士（女性－女性），後輩－先輩の間（男性－女性）で遊園地に誘うという場面（承諾の場合と

断りの場合の両場面）をロールプイで収集した．次に，その会話データをもとに，教師が誘いの展開構造や言語行動，非言語行動，

言いさし発話，男女間の駆け引きについて，参加者の会話時の意識も参考にして分析を行い，研究発表，論文投稿を行った（ウィモ

ンサラウォン，アパポーン・中井陽子 2017，中井 2017a）．分析の際は，言いさし発話の修士論文を執筆予定の大学院生とともに，教

師が誘いにおける言いさし発話の共同研究を行い，その後，教師単独で誘いの会話の構造展開における駆け引きについて，さらに

詳細な分析を行った． 

B.実践： 

これらの研究をもとに，誘いの分析の枠組みを学べる教材を作成した（図 3）．この教材では，まず，「1.考えてみましょう！」で，学生

が普段どのような時に誘いをするか，どのようなことに気を付けて誘うか等について話し合う．次に，「2.やってみましょう！」で，友人を

遊園地に誘うロールプレイ会話（承諾，断り）をしてみて，承諾と断りのロールプレイ会話の特徴や違い，話す内容や順番，難しさ等

について振り返る．そして，「3.確認しましょう！」で，「誘いの会話の展開構造」の一覧表（ウィモンサラウォン・中井 2017）を見て，その

定義・発話例を確認する．この一覧表には，誘いの会話の「開始部－主要部－終了部」，および「主要部」の中の「先行部」，「誘い部

（勧誘部，事情説明部，事情確認部，都合確認部，承諾部，断り・弁明部，相談部）」，「終結部（前終結部，関係再確認部）」という区

分が示してある．これらを踏まえ，「4.会話データ分析をしましょう！」で，誘いのロールプレイ会話のビデオを見て（2 分程度），分析を

行う．この会話ビデオは，演劇部の後輩男性の S（大学 2 年生）が先輩女性の T（大学 4 年生）を遊園地に誘い，断られるという設定

で S と T に即興で演じてもらったものである．分析では，会話ビデオを見ながら，誘いと断りの駆け引きの仕方（例：情報の示し方・引

き出し方，誘い方，断り方，受け止め方等），相手への配慮の仕方（例：条件提示の仕方，相手の負担軽減の仕方等），言語行動，非

言語行動，展開構造等についてメモをしていく．そして，「誘いの展開構造」の一覧表を見ながら，会話ビデオの文字化資料をもとに，

誘いのロールプレイ会話の展開構造を分析し，「開始部」「主要部」「終了部」等を認定・区分していくタスクが設けてある．最後に，「5.
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分析を振り返りましょう！」で，今回の「誘いのロールプレイ会話」の分析の感想，さらに分析したい点，今後の自身のコミュニケーショ

ンで気を付けたい点について，学生が振り返ってコメントを記述する．この誘いの会話データの教材を作成した後，学部の会話デー

タ分析の手法を学ぶ授業で用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 誘いのロールプレイ会話の分析の教材（第４章） 

C.研究： 

誘いの会話の教材を用いた授業について，学生のワークシートの記述を分析し，実践研究としてまとめ，学会発表，論文執筆を行

った（中井2018 a等）．その結果，学生が誘いの会話の展開構造，配慮の仕方等を意識化し，自身の誘いの仕方を振り返り，今後に

繋げようとしている様子が見られた（以下，(2)A.研究，B.実践に詳述）．また，教師は，より深く会話データを分析できるように，誘いの

会話の展開構造だけでなく，1 つ 1 つの発話の「発話機能」の概念も導入する必要性を感じ，ザトラウスキー（1993）等の代表的な発

話機能の種類と定義とその例も教材に追加することとした． 

 

(2)学生による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

学生は，学部の会話データ分析の手法を学ぶ授業において，誘いのロールプレイの会話をもとにした教材を用いて，会話データ

分析を行った．この授業には，日本人学部生のほか，外国人留学生も参加していた．学生がワークシートに記述した内容を見ると

（中井2018a参照），まず，誘いの会話の分析によって，誘いの会話の展開構造を意識化している様子が見られた．そして，誘いの会

話ビデオを実際に分析してみることで，「展開構造」が整然と区分されているのではなく，会話参加者間のやり取りの中で動態的に変

化していくという点にも気づいていた．また，誘いと断りを行う際の「言語・非言語行動」にうかがわれる会話参加者の「配慮・意図」に

ついても考える機会となっていた．さらに，分析結果について，多様な言語・文化の学生がグループで話し合うことで，日本語とその

他の言語での誘いの仕方の違い等，新たな気づきを得ている様子も見られた．その他，日本語教師を目指す学生は，誘いの会話

の特徴について日本語教育でいかに取り入れられるかまで検討している者もいた． 

B.実践： 

学生は，誘いの会話の分析を行うことで，自身の普段の誘いの会話の仕方を振り返り，今後の誘いの仕方の参考にしようとしてい

た．学生がワークシートの「分析を振り返りましょう！」に記述した内容を見ると，「今後気を付けたい点」として，以下のように，実際の会

話の中でも誘い方や断り方に注意したい，自分や他者の非言語行動や配慮の仕方等に留意していきたい等の記述が見れらた（中

井2018a:213）．ここから，授業で分析したことを参考に，学生が今後誘いの会話に参加する際に活かそうとしていたと考えられる． 

・授業を通して，誘うのは勇気がいることと改めて確認したので，今後何かを断るときは単に断る，謝るだけでなく「誘ってくれてあり

がとう」と言えるといいのかなと思った． 

・「言語に関わらず断るときは上を向いたり，下を向いて視線をそらす」という指摘があったので，自分の実際の会話で観察してみ

たい．また，思っていることをはっきりと言わなかったり，思っていることと違うことを言ったりする相手への配慮が見られたので，実

際の会話でも自分や相手が実践しているか気をつけて見てみようと思った． 

・相手の非言語の行動にも注意しつつ，相手に配慮することを心がけたい． 

・もし自分が先輩を誘う側になったら，あの動画の後輩くんのように，何とも煮えきらないことを言ったり，押しが強いんだか弱いんだ

か分からないことを言ったりしてしまうと思う．円滑な「誘い」のコミュニケ―ションができるよう，「勢い」を大事にしたい． 
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4.3 話題提供③：面接場面の会話データ分析（寅丸） 

面接場面の会話の教材開発・授業実践の例について，「研究と実践の連携」のプロセスの観点から報告する． 

(1)教師による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

教師（寅丸）は，博士論文において日本語学習者（以下，学習者）の自己形成や自己実現を支援することを目的とした教室談話

研究（寅丸 2017）を行い，それを機に，学習者のキャリアに関わる研究（寅丸他 2020 等）にも関心を持つようになった．そのため，教

材開発の研究では，面接の会話における「聞き返し」を取り上げた．「聞き返し」とは「相手が聞き取れない，分からないという問題に直

面し，それを解消するために相手に働きかける方策」（尾崎 1992:252）である．そのため，聴解能力の低さを示す指標ともなり，学習者

が使用を避けたいと考える傾向がある．しかし，必要な箇所で「聞き返し」を行わなければ，会話の文脈に合わせて応答することが困

難になり，逆に学習者の日本語能力に対する評価を下げる可能性がある．特に，就業に関わる面接場面では，日本語能力のみなら

ず，誠実さに対する評価も下げる懸念もある．一方，重要なストラテジーであるものの，日本語教育分野における「聞き返し」の研究は，

これまで日常会話における初級学習者と上級学習者の会話が取り上げられる傾向があり（尾崎 1992，1993，尾崎・椿 2001，大野 2001

他），公的場面における中級学習者の「聞き返し」についての知見は少ない．そこで，就業に関わる面接場面における中級学習者と

上級学習者による「聞き返し」に着目した． 

教師は，まず，インターンシップの面接場面を設定し，面接官 2 名と日本語学習者 1 名によるロールプレイ 2 本（10 分程度，8 分

程度）を収録した．面接官役は日本語母語話者の男女 2 名（社員 1，社員 2）であった．面接対象者は上級と中級の中国人学習者

（A 氏，B 氏）各１名であり，いずれも収録当時は都内大学の大学院生，役柄は大学生であった．収録した音声データは文字化し，

「聞き返し」部分を抽出した．次に，全体の発話量と「聞き返し」の出現頻度，「聞き返し」連鎖の実態を分析した．さらに，抽出した「聞

き返し」を発話意図による分類（尾崎 1993）に従って 6 種（「①反復要求」「②聞き取り確認要求」「③説明要求」「④理解確認要求」「⑤

反復/説明要求」「⑥聞き取り要求/説明要求」）に分類した．分析結果から，中級学習者 B 氏は，上級学習者 A 氏より発話数が少な

く話題を深めることができなかったこと，「聞き返し」の出現頻度が高かったこと，「聞き返し」連鎖が長く失敗する確率が高かったこと，

「聞き返し」で使用されている待遇表現に問題があることが明らかになった．そして，分析結果を学会において報告した（寅丸2020）． 

B.実践： 

分析結果から，初級学習者同様，中級学習者に対しても「聞き返し」教育の必要性が示唆された．特に「聞き返し」は様々な意図

からなされるため，学習者にとっては，「聞き返し」の多様な意図を理解し，文脈に合わせて効果的に使えるようにすることが重要であ

る．そのため，面接場面の「聞き返し」について分析する教材を作成した(図4)．本教材では，「1.考えてみましょう！」で「聞き返し」の現

象に気づかせ，「2.確認しましょう！」で発話意図による分類を学習させるようにした．「3.会話データを分析しましょう！」では，実際の

会話データで「聞き返し」を分析した後，内容面・言語面（質問に対する応答の仕方，聞き返し），非言語面（目線，うなずき，笑い，表

情，手振り，音調，姿勢，態度等），面接の社会文化的知識（期待される回答内容への準備）の観点から，良い点や不十分な点・改

善方法を検討させるようにした．最後に「4.分析を振り返りましょう！」では，分析の感想，さらに分析したい点，今後の自身のコミュニケ

ーションで気を付けたい点について書かせるようにした．そして，その教材を中上級者向け日本語科目の授業で試用した．  

図4 面接場面の「聞き返し」の分析教材（第9章） 

C.研究： 

以上の実践によって，学習者に「聞き返し」を意識化させる必要があること，また，データ分析上 2 つの問題があることが明らかにな

った．1 点目は，本教材では学生の混乱を避けるため，言語形式に言及せず，発話意図による分類を採用していたため，複数の解

釈が生まれやすいという問題であった．解釈に正解はないものの，学生の理解をさらに深め運用を促すためにも，発話意図に加え，

表現形式にも言及する必要が生じた．2 点目は，会話データの分析対象者が少ないため，「聞き返し」の種類における中級・上級学
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習者の相違点が判断しにくいという問題であった． 

実践で明らかになった問題点を改善すべく，次の 2 点の調整を行い，再分析を行った．1 点目は，発話意図の分類に加え，表現

形式を分析対象に加えたことである．尾崎（2001）および許（2013）の分類を踏まえて再分類し，新たなデータの分析に使用した．2 点

目は，分析対象者を増やし，データ数を拡充したことである．都内大学の大学院に在籍する中級・上級学習者各 1 名を加え，計 4

名のデータを分析対象とした．さらに，これらのデータの拡充から，「聞き返し」連鎖の分析が可能となり，中級・上級学習者の「聞き返

し」ストラテジーの相違点を「聞き返し」の発話のみならず，連鎖の面からより詳細に分析することが可能となった． 

以上の再分析から，上述の分析結果に加え，中級学習者が音声面での「聞き返し」をした後に意味面での「聞き返し」をさらにする

という二段階での意味交渉が必要になるのに対して，上級学習者は意味面からの「聞き返し」のみで済むことが分かった．また，中級

学習者は確認を目的とする「聞き返し」と「聞き返し」連鎖が上級学習者より円滑に構成できず，「聞き返し」連鎖が長く続くことが明ら

かになった．さらに，上級学習者も中級学習者も，就業に関わる面接において頻出する質問（例：「座右の銘」等）や語彙・表現につ

いて，社会文化的な理解が十分でないことから意味交渉の問題が生じる傾向が高いため，その理解を深める重要性が示唆された． 

 

(2)学生による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

本教材は，異文化間コミュニケーションの観点から日本語の特徴を学習する中上級学習者向け日本語科目で試用した．学習者

は，就業に関わる面接を受ける機会が少なく慣れていなかったこと，また，ビデオの大学生役が自身と同様の学習者であり親近感が

持てたことから，興味を持って分析に取り組んでいた．また，普段は，いかに「聞き返し」を失礼のないように行うかという待遇面に意識

が向き，「聞き返し」の発話意図まであまり意識したことがなかったため，「聞き返し」ストラテジーについて発話意図の観点から深く考

える機会となったようである．授業では，待遇的な配慮の必要性は当然ながら，特に面接官の質問への適切な応答が重要であること

を確認し，グループで発話意図の分類を行ったが，解釈の観点によって複数の回答の可能性が示され，検討することとなった． 

B.実践： 

就業に関わる面接を予定している学習者のみならず，他の学習者にとっても，「聞き返し」のストラテジーについて意識化し，表現

形式や発話機能について理解を深めることは，有効であったと言える．学習者は，「「聞き返し」という言葉すら聞いたことがなかった」

が，「聞き返し」の意味や使い方が分かった」「学習したことが日常生活の中で役立つと思う」という感想を述べた．但し，「聞き返し」を

行うことの抵抗感や緊張感はまだ拭えず，特に面接場面では，自身の日本語力を低く評価されないために「分かったふり」をしたり，

「聞き返し」のタイミングがつかめずに使えなかったりすることがあるかもしれないという懸念も語られた．今後は，授業外での実際使用

を通して，慣れと自信をつけていくことが重要であると考える． 

 

4.4 話題提供④：会話データ分析の手法を用いた卒業論文指導（大場） 

卒業論文指導の教材開発・授業実践の例について，「研究と実践の連携」のプロセスの観点から報告する．教師（大場）は，学生

が，会話データ分析の手法を学び，自らの関心をもとに研究課題をたてて分析活動を行い，卒業論文を執筆するまでのアカデミッ

ク・スキルの指導を長年行ってきた．そこで，これまで，学生の卒業論文執筆の段階に応じて配布してきた教材を，「第 10 章 会話デ

ータ分析の研究計画からレポート・論文作成まで」という 1 つの章にまとめて再教材化した．以下，これまで使用してきた教材と活動

の進め方，学生の研究と実践について述べる．  

(1)教師による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

教師（大場）は，母語場面や接触場面の自由会話，外国人労働者の就労場面の会話等の会話データ分析を行い，その研究結

果を日本語教育や日本語教員養成でどのように活かすかを考察してきている． 

B.実践： 

授業では，まず，論文の全体の構成（論文タイトル，研究の目的，先行研究，調査の方法，分析，考察，結論，参考文献）を学生に提

示し，卒業論文の全体像と1年間の執筆のスケジュールのイメージを持たせた．そのうえで，関心のある日常会話の現象に関して，研

究課題として捉え直して発表させた後，論文の全体の構成に従って研究計画を書かせた．日常生活のやり取りを研究課題として，その

結果明らかになった知見を自身の日常生活で活かすことは，学生による「研究と実践の連携」のプロセスで重要な点であり，これはどの

授業でも常に指摘してきたことである．そのため，卒業論文執筆の際も，再度このプロセスを意識化させたいと考えていた．そして，研究

計画をもとに先行研究の検索方法のアドバイスを行い，その先行研究のまとめかたを指示した．その上で，先行研究を踏まえて具体的

にどのように調査をするか計画を立てさせ，実際に調査を行う際のアドバイスを行った．調査後の分析では，分析結果を分かりやすく相

手に提示するための発表資料の作成や本文の書き方を提示した． 

学生の発表時には，発表内容に加え，発表者の意図が伝わっているかどうか，分かりやすいかどうかについて意見を述べるよう指示

した．そして，1年間で複数回，学生に研究経過について発表させて論文を加筆修正させていき，最後の論文提出前に，レポートの自
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己・他者チェックリストを見ながらお互いの論文に問題がないか確認するよう指示した． 

(2)学生による「研究と実践の連携」のプロセス 

A.研究： 

学生の卒業論文の研究課題は，これまで授業で行ってきた会話データの分析活動をふまえ，人間関係，人数，性別等の条件を

変え，日常生活で関心を持った会話を対象として，その特徴を明らかにしようとするものであった．具体的には，友人関係の会話，初

対面から知人関係になるまで期間をおいて収集した会話，幼馴染み同士の会話，先輩と後輩の会話，二者や三者以上の多人数会

話，男女の会話，芸能人のバラエティー番組の会話等，多様である．表5 は，これまでの卒業論文タイトルの例（2007 年度～現在）を，

中井他（2017）の会話データの種類別にあげたものである． 

表5 会話データの種類別の卒業論文タイトルの例 

会話データの種類 卒業論文のタイトル 

1.自然談話 a. 内向的な人が行う情報提供とその方法の分析－初対面から顔見知りの会話を対象に－ 

b. 友人2人と初対面1人の三者間会話の展開の分析－情報交換と談話技能に着目して－ 

c. 女子大学生のビデオ通話に見られる話題選択と話題導入の分析－初対面会話と友人会話の比較－ 

2.メディア d. 乙女ゲームにおける男性キャラクターが使用するポライトネス・ストラテジーの分析 

e.  関東と関西のジャニーズタレントはゲストにどのように話すか－「嵐にしやがれ」と「関ジャニの仕分け∞」を比較して－ 

f. トーク番組での三者会話における聞き手の役割の違いについて－マツコ・デラックスと有吉弘行を比較して－ 

g. 不満に感じた謝罪会見の分析－謝罪の要素・釈明のタイプと非言語行動の観点から－ 

h. 東京都知事の新型コロナウイルス感染症に関する記者会見の特徴の分析－情報伝達における構成と展開に着目して－ 

3.実験（ロールプレ

イ，談話完成法） 

i. 教育相談の場面の傾聴のストラテジーの分析－教職課程の大学生のロールプレイを対象に－ 

j. 男女カップル間の不満表明ストラテジーについて－談話完成法による現実と理想の比較－ 

k. 告白メッセージに対する断りの分析－会話の使用言語と母語による違いに着目して－ 

4.コーパス l. 会話への参加を示す談話技能の分析－初対面・友人会話を比較して－（BTSJ日本語自然会話コーパス使用） 

5.SNS m. Twitterにおける不同意の伝え方－匿名・記名の違いに着目して－ 

n. 男性のLINEによる複数回の勧誘に対する女性の「断り」の分析－年齢差に着目して－ 

B.実践： 

学生からは，卒業論文執筆時や卒業後に，会話データ分析を自身の生活で活用しているという報告が寄せられている．例えば，

共学の経験がなく男性との会話が不安であるためにカップル間の不満表明（表5 j）を分析し，男性との話し方が分かってほっとしたと

いう報告もある．さらに，4 年次の就職活動中には，就職活動の面接やグループ・ディスカッションで自分や他者の話し方を冷静に観

察したという体験談が多い．また，面接の際は，「会話データ分析」を面接担当者が知らないため，卒業論文で扱っている会話デー

タ分析の説明をしたところ，関心を持ってもらえたという報告もある．また，ゲームの会話の分析（表 5 d）をして実際にゲーム関連会社

に就職したという報告もある．そして，卒業後は，教職の学生が卒業論文で扱ったカウンセリングの場面の分析（表5 i）をもとに現場で

生徒とやり取りをしているという報告もある．その他に，学部の会話データ分析の授業に参加したり，接触場面に関する卒業論文の課

題に取り組んだりすることで，そこで得た知見が就職後に職場の外国人職員や顧客とのやり取りに役立ったという声も聞かれる．この

ように学生達は，卒業論文執筆のプロセスにおいて，会話データ分析の手法を用いて「研究と実践の連携」の循環を辿ってきている

と言える． 

5. フロア参加者のグループ・ディスカッション＆全体討論まとめ

上記の話題提供について，フロア参加者と質疑応答を行う．その後，今後の会話データ分析をもとにした教材開発・授業実践の

可能性について，フロア参加者とともに，以下の3点を中心に議論を行う． 

(1)各教育現場（学部・大学院授業，卒論・修論指導，教員養成，語学教育等）において，会話データ分析のための教材（動画・文

字化資料・タスク等）を具体的にどのように用い，どのような活動が行えるのか． 

(2)学生が研究したことを実践に活かせるようにするためには，どのような教材開発・学習・指導が求められるか． 

これらの議論をもとに，本学会でも謳われている Welfare Linguistics（徳川・ネウストプニー1999）の理念が会話データ分析を中心とし

た「研究と実践の連携」にどのように関わっていくのかを考える機会としたい． 
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